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第 1 節 本研究の目的と意義 
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第 3 節 本研究の課題と論文の構成 
 


















第 2 項 本稿の構成と課題 
 
本研究は 4 つの章から構成されている。 
第 1 章 「平安時代から明治時代初期における大野の潮湯治と潮湯治場」では、大野（愛
知県常滑市大野町）の潮湯治と潮湯治場を事例として取り上げ、潮湯治と潮湯治場の歴史
の全体像を把握し、大野に海水浴の概念が伝播してくるまでの歴史を明らかにする。 
 第 1 章は、第 1 節「平安時代の湯あみ」、第 2 節「鎌倉・室町時代の所伝」、第 3 節「江
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 第 2 章は、第 1 節「来日外国人医師・シーボルトによって行われた医学教育にみられる
海水浴」、第 2 節「輸入医学書および翻訳書にみられる海水浴」、第 3 節「来日外国人医師・
ポンペによって行われた医学教育にみられる海水浴」から構成される。第 1 節では、日本
人医学者によって聞き取り書きされたシーボルト講義録『失勃児杜
シ ー ボ ル ト
験方録』『失勃児督
























らかにする。第２節では、明治時代初期のうち 1868（明治元）年から 1877（明治 10）年
までに来日した外国人の、海水に浴したり海で泳いだりした記録を取り上げ、その内容を










第 4 章は、第 1 節「緒方惟準・村瀬譲『海水浴』『海水浴説』緒方惟準『海水浴ノ説』」、




法概説』」から構成される。第 1 節では、緒方惟準が 1874（明治 7）年から 1879（明治
12）年にかけて発表した 3 論説について取り上げ、発表に至る経緯、目的、内容について
明らかにする。第 2 節では、内務省衛生局が 1881（明治 14）年に発表した「海水浴説」を
取り上げ、刊行に至る経緯、目的、内容について明らかにする。第 3 節では、後藤新平が
1882（明治 15）年に刊行した『海水功用論 附海浜療法』を取り上げ、刊行に至る経緯、目


















シ ー ボ ル ト
験方録』、および戸塚（1983）による『シー
ボルト処方録』にある『失勃児督
シ ー ボ ル ト
処方録』の 2 資料を使用した。第 2 に、輸入医学書とそ
の翻訳書で、我が国に輸入された外国医学書の原書、およびその翻訳書のなかで、海水浴
あるいは海水浴法についての記載がみられた『窊篤児


































































































































































































第 3 節 江戸時代初期の潮湯治と潮湯治場 
 
大野町平野家に、徳川二代将軍秀忠（1579-1632）が、弟である福松丸註 12) に送ったと


























































 註 14) 享保十六年亥八月十九日（1731 年 9 月 19 日）知多郡大野之御湯治 [国
侯系圖]」 
「同年九月（1731 年 10 月）章善院 註 15) 御成 [平野家記]」 
「明和八年八月十三日（1771 年 9 月 21 日）源明 註 16) 様潮湯治として知多郡大野江被
為成 [徳川家記]」（カッコ内筆者） 
「安永四年八月十九日（1775 年 9 月 13 日）源明様大野に潮御湯治として被為成 [徳川
家記]」 







したのかについては不明である。なお、潮湯治が実施された時期は現在の 9 月から 10 月に
かけてであった。 
 
第 2 項 『木綿苑
ゆ う そ の
家集』にみられる潮湯治と潮湯治場 
 
「水無月の 井さへ乾きて 暑き日の 夕かたまけて 知多の浦の うしほ汲み来て 
さす鍋に うつして湧し 浴斛
ゆ ご く
にもり 常滑山に おひ立てる 毛桃の葉を    
いとりきて もみてしほりて 水鳥の 鴨の羽の色の 青汁を うしほ湯にあへて 
かきませて あやに香くはしき 良
うま
し湯を ひたあみにあみて あかりてをれば  
あやにすゝしも」（ふりがな筆者） 
『潮湯をあみて戯れによめる』と題されたこの長歌は、横井千秋（1733-1801）註 18) に





その時期は 6 月下旬から 7 月下旬にかけて行われたことがわかる。 
 



















第 1 項 『尾張名所図会』にみられる潮湯治と潮湯治場 
 
大野の潮湯治を最も知らしめたのは、1844（天保 15）年に刊行された尾張国の地誌『尾
































































 このほか注目されることとして、①潮湯治の受容者は 1 日に何度も入浴していること。



















































第 6 節 明治時代初期における潮湯治から海水浴、潮湯治場から海水浴場への変遷 
 














































留は 25 日から 30 日を標準としていること。②頻度は 1 日に 1 浴で 10 分程度が望ましく、








































第 3 項 1882（明治 15）年に描かれた潮湯治場 
 



















































































年正月 18 日の項に、次の記録がみられる。（國史体系編集會、1983、pp. 634-635） 
「十八日甲午。将軍家二所御精進始。爲浴潮給。御濱出也。」 
















   当寺境内寄宿并塩風呂諸役之事 
   令免除畢 聊不可有違背者也 









































































15）尾張名古屋藩 7 代藩主・徳川宗春（1696-1764）の法名。 
16）美濃高須藩 5 代藩主・徳川治行（1760-1793）。この時代の名乗りは松平義柄。 
1777（安永 6）年に本家尾張藩主・徳川宗睦の養嗣子となり徳川治行と改名。 




誌で、尾張国八郡の名所が描かれた全 13 巻から成る。1838（天保 9）年から 1841（天
保 12）年までの 3 年間をかけて執筆され、1844（天保 15）年に全編 7 巻が刊行。後編

















22）Anthonie Thomas Lubertus Rouwenhorst Mulder（1848-1901）。オランダ人。王位














表 2-1 は、1868（明治元年）以降、1887（明治 20）年までの期間に、日本人医学者によ
って論じられた海水浴と海水浴場に関する解説書や論説である。 









表 2-1 1868（明治元年）以降、1887（明治 20）年までに論じられた 
海水浴と海水浴場に関する解説書や論説 
出版年 著者・編者 書名／題目 
1874 (明治 7) 緒方惟準・村瀬譲 海水浴 
1875 (明治 8) 緒方惟準・村瀬譲 海水浴説 
1879 (明治 12) 緒方惟準 海水浴ノ説 
1881 (明治 14) 内務省衛生局 海水浴説 
1882 (明治 15) 後藤新平 海水功用論 附海浜療法 
1883 (明治 16) 栗本東明 日本海水浴説 
1883 (明治 16) 高木兼寛 浴法論 





















第 1 節 来日外国人医師・シーボルトによって行われた医学教育にみられる海水浴 
 


























第 2 項 『失勃児杜験方録』『失勃児督処方録』にみられる海水浴 
 






































吐酒石五分 牛胆二銭 豕油八銭 
右混和シ、患上ニ摩擦スルコト一日三次、或、四次。海水浴ヲ製シ、毎日二、三浴
セシム。 
 (109) 半身不遂 
大黄一銭 吐根二十  カノコソウ二分 龍胆五分 
右研和糊、為二百丸一、日ニ十丸。 
外用方 





蝲蛄石二十  硫黄三十  サツサフラス四銭 龍脳十  砂糖一  
右二十分、一日二服 
外用 海水浴 




関節屈伸不妨、半身不遂、小児疥癬の 3 種で、その浴法については 1 日に 2、3 度の浴みを
行うといった実施頻度が伝えられている。 
 
第 2 節 輸入医学書および翻訳書にみられる海水浴 
 






（1813-1895）註 8) で、1856（安政 3）年の公刊で
ある（赤松、1978、pp.107-110）。この原著は、1834（天保 5）年にヨハネス・アドリアヌ
ス・ヴァン・デ・ワートル註 9) によって著され、これにマーティン・ウィルヘルム・ブラッ




ウ ル デ ル ベ ー キ
先生及ヒ他ノ師友ノ扶ケニ依ル者ニシテ、固ヨリ一己ノ力ニアラ
ズ （中略） 屈露私更斬
ク リ ュ イス ケ ン ス
註 11) 名
人 亜度烏爾徳私




ハ ハ セ ウ ル
 同 等ノ薬性論及ビ、謁而実幾
エ ル ジ ッ キ
 




























図 2-1 『Beknopt doch zoo veel mogelijk volledig handboek』（左） 









































































イ ボ コ ン デ ル
・慢性僂麻質斯

















浴」への移行を経て、1 日 1 回、初回 1，2 分から少しずつ浴み時間を長くしていくという
慎重さを要するものであることがわかる。このほか、海水浴を実施するには南の海浜が良
いという海水浴を実施する場所の指定がみられる。 
 なお、林洞海によって「海水浴」と訳述された語は、何れもオランダ語訳書内の“zee water 
38 
 
bad”であり、zee は海、water は水で、bad は浴み・浴場の意で、そのまま「海水浴」
と直訳したと思われる註 14)。「アクヮマリナ」はラテン語で、オランダ語の zee water と同
意で「海水」である。 
 









（Hufeland, 1836）である。この初版は 1833（天保 4）年に、増補第 2 版が 1836（天保 7）
年に出版され、以後、内容がほとんど変更されずに第 10 版（1857 年刊）まで出版されて
いる（西川、2003）。 
この原書はオランダ語に翻訳されている。訳者はハーマン・ヘンドリック・ハーヘマン
（1813-1850）註 18) で、フーフェラント第 2 版が使用された。その後 1838（天保 9）年に
はハーヘマン訳書第 2 版（Hageman, 1838）が出版される。洪庵が手に入れた書籍はこの






























1857（安政 4）年 7 月の日付で第 1 帙が出版されている。緒方富雄（1928）によると、



















































第 3 節 来日外国人医師・ポンペによって行われた医学教育にみられる海水浴 
 
第 1 項 病気診断の処方箋にみられる海水浴 
 





に改）註 22) への、ポンペによる診断書と（図 2-5）、松本良順（1832-1907）
（のち名を順に改）註 23) による訳書（図 2-6）である。沼田・荒瀬（ポンペ、1968、図の























































る（明治文化研究會、1967、p.503）註 24) 。 
「海水浴 余ガ長崎ニ在ル時、林洞海氏ノ訳書、窊篤児












1）Philipp Franz Balthasar von Siebold（1796-1866）。ドイツ人医師。長崎出島のオラン
ダ商館付医師として 1823（文政 6）年から 1828（文政 11）年まで在日。 































































17）Christoph Wilhelm Hufeland（1762-1836）。ドイツの内科医。1793 年イエナ大学教
授。後、ベルリン大学教授、ベルリン・プロシア軍軍医学校校長を務めた。 











































































む大陸の海岸伝いに浸透していくのは、18 世紀後半から 19 世紀にかけてのことである。
19 世紀初頭には、海岸線を有するヨーロッパ各地で海水浴場が続々と開設され、19 世紀中
葉にかけて海岸保養の大衆化が広まり始めていく（アラン・コルバン、1992、pp.133-204；








































図 3-1 横浜周辺外国人遊歩区域図（部分） 
（横浜開港資料館蔵） 










示したものである。各年の総数では、1873（明治 6）年から 1875（明治 8）年にかけて最
も多く、その後は次第に減少していく。職務別にみると、明治 10 年代の初めまでは技術者、




表 3-1 明治時代初期に雇われた外国人の職務別数 
年次 学術教師 技術 事務 職工 雑 計 
1872（明治 5） 102 127 43 46 51 369 
1873（明治 6） 127 204 72 35 69 507 
1874（明治 7） 151 213 68 27 65 524 
1875（明治 8） 144 205 69 36 73 527 
1875（明治 9） 129 170 60 26 84 469 
1877（明治 10） 109 146 55 13 58 381 
1878（明治 11） 101 118 51 7 44 321 
1879（明治 12） 84 111 35 9 22 261 
1880（明治 13） 76 103 40 6 12 237 
1881（明治 14） 52 62 29 8 15 166 
1882（明治 15） 53 51 43 6 4 157 
1883（明治 16） 44 29 46 8 5 132 
1884（明治 17） 52 40 44 8 7 151 
1885（明治 18） 61 38 49 - 7 155 
1885（明治 19） 59 48 53 - 9 169 

























第 1 節 江戸時代後期（-1868）における来日外国人による海水浴 
 
イギリスの園芸学者であるロバート・フォーチュン（1812-1880）註 2) が、清国（上海，
北京）と日本へ植物採集の目的で訪れたのは 1860（万延元）年 10 月から 1861（文久元）
年の 1 年余りである。この期間のうち、1860（万延元）年 10 月から同年 12 月までの約 2

















なお、海水に浴した記載のみられる、1861 年 7 月 5 日（万延 2 年 5 月 28 日にあたる）
の原文は次のとおりである（Fortune, 1863, p.224）。 
「Next morning at daylight we were up, and, in order to refresh ourselves, we had a 








第 2 節 明治時代初期（1868-1877）における来日外国人による海水浴 
 
第 1 項 ロングフェローによる 1871 年（明治 4 年）の海水浴 
 
 冒険家、チャールス・アップルトン・ロングフェロー（1844-1893）註 3) が初めて日本を






Appleton Longfellow: twenty months in Japan 1871-1873』と題して 1998 年に刊行され
ている（Longfellow, 1998）。 


















「So we amused ourselves by swim and watching a lot of Ainus and Japanese 
drawing a large net on the beach.」 
海で泳ぐことに対して、楽しむ、遊ぶ、という感覚を得ていることは注目される。 
 
第 2 項 ヒューブナーの記録にみられる 1871（明治 4）年の海水浴 
 
 オーストリア外交官のアレクサンダ ・ーヒューブナ （ー1811-1892）註 4) が来日したのは、
























 フランス語で書かれた原書は次のとおりである（Hübner, 1873, p.405）。 
「Une jeune femme appartenant à l'une des grandes familles de Yedo dont le chef 
est fort lié avec mon compagnon de voyage, prend ici les bains de mer.」 





第 3 項 ブスケによる 1872（明治 5）年の海水浴 
 
法律家、ジョルジュ・ブスケ（1843or1846-没年不明）註 5) がお雇い外国人として来日し
たのは、1872 年 3 月 24 日（明治 5 年 2 月 16 日）である。彼が記していた来日記録のなか





















とおりである（Bousquet, 1877, p.128）。 
「Un bain de mer précède le souper à Katashe.」 
55 
 
海水浴を意味する「bain de mer」の記載がみられる。 




第 4 項 ギメとレガメーによる 1876（明治 9）年の海水浴 
 
エミール・ギメ（1836-1918）註 6) とフェリックス・レガメー（1844-1907）註 7) が来日し















































みられる。原文は次のとおりである（Guimet, 1878, p.141）。 







ないのだ。」と記された部分である（Guimet, 1878, p.144）。 
「Je pense que c'est à cause de cet inconvénient que les Japonais ne se baignent 




第 5 項 モース、外山、松村による 1877（明治 10）年の海水浴 
 
エドワード・シルベスター・モース（1838-1925）註 8) が初来日した 1877（明治 10）年
6 月から同年 11 月までの期間のうち、モースは 1877（明治 10）年 7 月 17 日から 8 月 29
日までの約 1 ケ月間を、江の島で過ごしている。江の島では、漁師小屋を臨海実験所に改
造し、貝類の採集を行っている。この採集には、東京大学植物学教授の矢田部良吉
（1851-1899）註 9) と助手の松村任三（1856-1928）註 10) を帯同していた。 
松村が 1926（大正 15）年 2 月に人類学雑誌へ投稿した報告のなかに、1877（明治 10）






なお、モース自身が記録していた『Japan Day by Day』（日本その日その日）には、こ







第 3 節 明治時代初期（1878-1887）における海水浴と海水浴場 
 
第 1 項 ベルツによる 1879（明治 12）年の調査と 1980（明治 13）年の海水浴 
 
 エルヴィン・フォン・ベルツ（1849-1913）註 11) の残した日記のなかに、1879（明治 12）

































 なお、「海水浴」と翻訳された部分について、原著は次のとおりである（Bälz, 1930, p.57）。 





第 2 項 アーネスト・サトウによる 1881（明治 14）年の海水浴地の紹介 
 
アーネスト・サトウ（1843-1929）註 12) によって、日本初の外国人向け旅行ガイドブッ
クとなる『A Handbook for Travellers in Central & Northern Japan』（Satow, 1881）が
横浜のケリー社から出版されたのは、1881（明治 14）年のことである。このガイドブック
は、当時西欧諸国で最も利用されていた旅行ガイドブック出版社の 1 つであったイギリス
のマレー社から、『A Handbook for Travellers in Japan』と題して 1884（明治 17）年に初





























第 3 項 柳田國男がみた 1887（明治 20）年の海水浴 
 


























ア メ リ カ
人遊歩ノ規程左ノ如シ 
神奈川 六郷川筋ヲ限トシ其他ハ方ヘ凡十里 


















ち、1885（明治 8）年、1891（明治 24）年にも来日。 
4）Alexander F. V. Hübner（1811-1892）。オーストリア出身の外交官。オーストリア総領
事、フランス駐在オーストリア大使、ローマ教皇庁駐在オーストリア大使を歴任。外交
官引退後、1871（明治 4）年から 1872（明治 5）年までの約 8 ケ月の世界旅行に出掛け
る。この旅行記を『Promenade autour du monde 1871』と題し 1873 年に出版。この








も知られる。1876（明治 9）年 8 月に来日、約 3 ケ月間日本に滞在。ギメが持ち帰った
大量の蒐集品は、フランス・国立ギメ東洋美術館に収蔵・展示されている。 
7）Félix Régamey（1844-1907）。フランスの画家、挿絵画家。1876 年のフィラデルフィ
ア万国博覧会でギメとで出会い、記録画家としてギメとともに 1876（明治 9）年 8 月に
来日。 
8）Edward Sylvester Morse（1838-1925）。アメリカの動物学者。腕足類の研究を深める
目的で 1877（明治 10）年 6 月に来日、のち、東京大学の初代動物学教授に就任、同年
11 月に一時帰国。2 度目の来日は、翌 1878（明治 10）年 4 月から 1879（明治 11）年 8










11）Erwin von Bälz（1849-1913）。ドイツ人医師。1876（明治 9）年から 1905（明治 38）




ッコ駐在領事等を歴任。1895（明治 28）年から 5 年間、在日特命全権公使として勤務。
日本滞在は 1862（文久 2）年から 1883（明治 16）年（一時帰国を含む）と、1895（明







































他方、表 4-2、および表 4-3 は、読売新聞に掲載された海水浴と海水浴場に関する記事を
まとめたもので、読売新聞が創刊した 1874（明治 7）年 11 月 2 日以降の朝刊記事を対象と
したものである。具体的には、表 4-2 は明治時代から大正時代までの海水浴と海水浴場に関
する記事掲載数をまとめたもので、この内、1890（明治 23）年までの記事の概要をまとめ






表 4-1 明治時代に発表または刊行された 
海水浴と海水浴場に関する論説、解説書、海水浴場案内等 
出版年 著者・編者 書名／題目 
1874 (明治 7) 緒方惟準・村瀬譲 海水浴 
1875 (明治 8) 緒方惟準・村瀬譲 海水浴説 
1879 (明治 12) 緒方惟準 海水浴ノ説 
1881 (明治 14) 内務省衛生局 海水浴説 
1882 (明治 15) 後藤新平 海水功用論 附海浜療法 
1883 (明治 16) 栗本東明 日本海水浴説 
1883 (明治 16) 高木兼寛 浴法論 
1886 (明治 19) 松本順 海水浴法概説 
1888 (明治 21) 野中良一 海水浴鉱泉問答 




1890 (明治 23) 青木純造 温泉浴・海水浴独案内 
1891 (明治 24) 岡崎圭一郎 興津海水浴場趣旨書 
1893 (明治 26) 天野雨石 海水浴 
1893 (明治 26) 森司馬彦 平磯海水浴場誌 
1894 (明治 27) 長尾折三（藻城） 海水浴場談 附遊泳術目録 
1894 (明治 27) 杉田盛 通俗海水浴論 
1895 (明治 28) 大日本私立衛生会 海水浴救難取締注意 
1895 (明治 28) 高橋信行 大洗海水浴場誌 
1895 (明治 28) 三潴謙三 袖珍海浴示導 
1899 (明治 32) 高嶋吉三郎 海水浴 附録海水浴場略案内・清吟集 
1900 (明治 33) 住谷巳三郎 海水浴 
1902 (明治 35) 内田網太郎 海水浴 
1902 (明治 35) 滝興治 常陸の海水浴 
1907 (明治 40) 飯田左三 海水浴案内 
1910 (明治 43) 長尾折三（藻城） 日本転地療養誌 






表 4-2 明治時代初期から大正時代における 
読売新聞にみられる海水浴と海水浴場に関する記事掲載数（年別） 
 
          読売新聞 創刊（1874年 11月 2日）以降 1927 年までの朝刊全記事を基に筆者作成 
 
掲載年 掲載件数  掲載年 掲載件数 
1874（明治 7）年 0  1913（大正元）年 2 
1875（明治 8）年 0  1914（大正 2）年 11 
1876（明治 9）年 0  1915（大正 3）年 12 
1877（明治 10）年 0  1916（大正 4）年 22 
1878（明治 11）年 1  1917（大正 5）年 19 
1879（明治 12）年 0  1918（大正 6）年 14 
1880（明治 13）年 1  1919（大正 7）年 16 
1881（明治 14）年 1  1920（大正 8）年 10 
1882（明治 15）年 2  1921（大正 9）年 12 
1883（明治 16）年 0  1922（大正 10）年 12 
1884（明治 17）年 8  1923（大正 11）年 18 
1885（明治 18）年 4  1924（大正 12）年 9 
1886（明治 19）年 3  1925（大正 13）年 20 
1887（明治 20）年 9  1926（大正 14）年 42 
1888（明治 21）年 17  1927（大正 15）年 33 
1889（明治 22）年 6    
1890（明治 23）年 6    
1891（明治 24）年 7    
1892（明治 25）年 3    
1893（明治 26）年 7    
1894（明治 27）年 1    
1895（明治 28）年 4    
1896（明治 29）年 1    
1897（明治 30）年 5    
1898（明治 31）年 5    
1899（明治 32）年 7    
1900（明治 33）年 6    
1901（明治 34）年 3    
1902（明治 35）年 9    
1903（明治 36）年 12    
1904（明治 37）年 12    
1905（明治 38）年 6    
1906（明治 39）年 6    
1907（明治 40）年 8    
1908（明治 41）年 3    
1909（明治 42）年 7    
1910（明治 43）年 6    
1911（明治 44）年 12    
1912（明治 45）年 7    
67 
 
表 4-3 読売新聞にみられる海水浴と海水浴場に関する記事の概要（1878-1890） 
掲載年月日 紙誌 記事概要 
1878（明治 11） 5/24 朝刊 リューマチに効く海水浴場の土地借用を出願／東京・芝 
1880（明治 13） 9/5 朝刊 海上浴場を計画 近く土地払下げを申請 ／東京・品川 
1881（明治 14） 9/21 朝刊 東京・高輪に海水浴という温泉があると聞き及ぶ 
1882（明治 15） 
7/14 朝刊 芝の男が地元に海水浴の温泉場を建築、今日座敷開き／東京 
9/9 朝刊 井上外務卿が横浜に続き、富岡村の海水浴場にも 1 泊／神奈川県 
1884（明治 17） 
5/30 朝刊 神奈川県久良岐の仙境に（横浜市金沢区・富岡）海水浴場を開設へ 
6/14 朝刊 横浜に海水浴温泉を開設、開業式 
6/15 朝刊 浜町（東京都中央区日本橋）に海水浴養清境が完成、17 日に開業式 
7/6 朝刊 海水浴場 三重県下伊勢国二見浦に開設 
7/16 朝刊 井上参議が新橋発の汽車で神奈川県富岡へ海水浴に 
8/9 朝刊 井上外務卿、神奈川県・富岡で海水浴 
8/29 朝刊 大鳥圭介元老院議官は海水浴から帰京 
9/6 朝刊 評判の海水浴茶屋に真水の上がり湯を設置／東京・浜町 
1885（明治 18） 
5/23 朝刊 本牧十二天の海岸に海水浴場 今夏から開場／神奈川県 
7/25 朝刊 本牧十二天海岸（横浜市）に海水浴場 近く開場式／神奈川県 
8/21 朝刊 大磯 海中平坦、海水澄み、危険性少なく海水浴に最適／神奈川県 
9/3 朝刊 横浜で海水浴が流行 競泳で景品を出す水泳所も登場／神奈川県 
1886（明治 19） 
1/4 朝刊 東京・築地に開業の温泉は、海水浴と温浴の 2 浴場が評判で大入り 
8/14 朝刊 山田郡二見浦の海水浴場は大繁盛／三重県 
10/7 朝刊 大磯の海水浴 緒方惟準が発起人宮代新太郎に寄せた一文／神奈川県 
1887（明治 20） 
7/9 朝刊 熱海の近況 梅園や海水浴場もでき繁盛／静岡県 
7/16 朝刊 〔社説〕大暑中の湯治場に遊ぶ 大磯海水浴場 
7/17 朝刊 静岡県熱海に新設した海水浴場に温泉湧出 
7/22 朝刊 鎌倉海浜院／神奈川県 
8/9 朝刊 大磯に「祷竜館」が開業 海水浴と潮湯を楽しめる楼閣／神奈川県 
8/10 朝刊 鎌倉海浜院の構造 2 層楼、運動場、温泉室、海水浴場など 
8/11 朝刊 片瀬海岸は海水浴には遠浅で安全／神奈川県 
9/30 朝刊 海水浴賃貸商の営業を京橋区役所へ申請／東京 
10/22 朝刊 神奈川県下で海水浴場を計画 鵠沼村一帯の 80 町歩 
1888（明治 21） 
3/1 朝刊 天保山に海水浴場など遊園地、海浜病院などの計画／大阪 
5/16 朝刊 国府津に海水浴場の設け／神奈川 
6/5 朝刊 大磯近況 浴客多くなく閑静、保養に適す／神奈川 
6/6 朝刊 大磯で海水浴の三島警視総監が帰京 
6/8 朝刊 興津海水浴場建設／静岡県 
6/19 朝刊 大磯で海水浴の山県内務大臣が帰京 
7/26 朝刊 鎌倉、大磯の海水浴場が大繁盛／神奈川県 
7/31 朝刊 鎌倉・海浜院が満員の盛況／神奈川県 
8/2 朝刊 川村純義卿密顧問官が大磯の海水浴に出発 
8/8 朝刊 病気をこじらせた成駒屋福助、大磯の海水浴へ出かけ完治目指す 
8/10 朝刊 猛暑で納涼場は大賑わい 大野屋の海水浴／東京 
8/14 朝刊 熱海の近況 熱海海水浴は非常に入浴者あり大盛況／静岡県 
8/24 朝刊 大磯で海水浴療養中の中村福助 回復せぬまま近く帰宅／神奈川県 
8/29 朝刊 山県有朋内務大臣が大磯での海水浴から帰京 
8/29 朝刊 大磯で海水浴療養中の中村福助の容態 
8/30 朝刊 沼津海水浴 海水浴場を設置／静岡県 
9/5 朝刊 海水浴場に水練稽古所を設けるべし 
11/29 朝刊 芝新浜町で海水浴中に盗難／東京 
1889（明治 22） 
2/21 朝刊 西本願寺門跡大谷光尊法主が海水浴で大磯へ 
7/28 朝刊 根本村の海水浴／千葉県 
8/1 朝刊 静岡県興津で明宮嘉仁親王、海水浴を楽しむ 
8/15 朝刊 神奈川県大磯へ海水浴の渡辺孝東京府書記官が帰京 
8/22 朝刊 文部省会計局長が大磯の海水浴へ 
8/31 朝刊 神奈川県浦賀大津に地元有志者が海水浴場を開設へ 
1890（明治 23） 
1/28 朝刊 茨城県磯浜村に御料地、海水浴場などを設ける 
6/19 朝刊 東洋館の設立 西鎌倉材木座に海水浴場計画／神奈川県 
8/11 朝刊 塩釜近くで風光明媚な菖蒲田の海水浴場／宮城県 
8/11 朝刊 菊五郎、大磯に海水浴へ 
8/28 朝刊 神奈川県・大磯海水浴場の賑わい 
9/11 朝刊 鎌倉海岸に海水浴「東洋館」の仮完成／神奈川県 

































こと、他 2 編は未見の資料であることに因る。 
 
第 1 節 緒方惟準・村瀬譲「海水浴」「海水浴説」緒方惟準「海水浴ノ説」 
 


















































































































































































































第 4 節 栗本東明「日本海水浴説」 
 
1883（明治 16）年に栗本東明註 2) が「日本海水浴説」（栗本、1883a、1883b、1883c、
1883d、1883e）を寄稿した『東京
とうけい
医事新誌』は、1877（明治 10）年に毎月 1 回の発行で





































第 5 節 高木兼寛「浴法論」 
 





























































































































































































































































第 2 項 江戸時代後期から明治時代初期における海水浴概念の伝播 












 〈海水浴〉の名称が伝播してきた経路の 1 つとして、オランダ医学に基づく医学教育が
挙げられる。我が国における最初の伝播は、オランダ軍医として来日したシーボルトに因
るものと考えられた。その時期は、シーボルトが在日していた 1823（文政 6）年から 1828
（文政 11）年の期間中である。彼の医学教育のなかに、〈海〉、〈水〉、〈浴み〉を合わせた 1
熟語としての〈海水浴 ( zee water bad )〉の名称が使用されていた。そしてシーボルトの
講義を受けていた蘭医学者が、海水浴の名称を最初に知り得た日本人であったと考えられ
た。彼ら蘭医学者が記した講義ノートにみられた〈海水浴〉とは、病気治療を目的とした









 第 2 の伝播経路として、輸入されたオランダ医学書とその翻訳書に因ることが挙げられ
る。江戸時代後期に輸入され翻訳された医学書のうち〈海水浴〉の記載がみられた図書は、
林洞海によって訳述された『窊篤児薬性論』と、緒方洪庵によって訳述された『扶氏経験
遺訓』の 2 書であった。『窊篤児薬性論』の刊行は 1856（安政 3）年であるが、1840（天
保 11）年には訳し終えており、この未脱稿訳書は広く出回っていた。一方の『扶氏経験遺











『窊篤児薬性論』に 1 日 1 回、初回 1、2 分から少しずつ浴み時間を長くしていくという方
法や、海水浴を実施するには南の海浜が良いという海水浴適地の指定が記されていた。 
 
第 3 項 江戸時代後期から明治時代初期における海水浴の伝播 




















 明治時代初期のうち、1868（明治元）年から 1877（明治 10）年までの年代期に、海水
浴と考えられる文面が記されている日記、回顧録は、管見の限り 5 件の記録が確認された。
1971 年 9 月（明治 4 年 8 月）に、北海道の白老で海水に浴し泳いだ記録。1871 年 8 月（明
治 4 年 7 月）に、日本人女性が何らかの疾病の治療を目的とした海水浴に来ていた記録。
1872 年 8 月（明治 5 年 7 月）に、日本の暑夏の避暑地を探す目的で片瀬（神奈川県藤沢市）
を訪れ、夕食前に海水浴をした記録。1876（明治 9）年 8 月に、リフレッシュや海浜にお




 明治時代初期のうち、1878（明治 11）年から 1886（明治 20）年までの年代期に、海水









第 4 項 明治時代初期の海水浴論 
 





























































































































第 2 節 今後の課題 
 
本研究で明らかにできなかった課題が 2 点挙げられる。 
1 点目は、江戸時代後期から明治時代初期、具体的には 1845（弘化 2）年から 1880（明
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1．『公文通誌』1874（明治 7）年 8 月 9 日「海水浴」 
 












































































































































  第一 海水浴ノ性質 
  （一）海気 
  （二）海水 
  （三）波動 
  第二 海水浴ノ用法 
  （一）冷浴 
  （二）温浴 
  第三 海水浴ノ療法 
  （一）海水浴場ノ選択 
  （二）浴ヲ行フニ適セル時期 
  （三）浴ヲ行フ日数ノ長短及毎一浴ノ時間 
  （四）浴ヲ行フニ適セル一日中ノ時 
  （五）飲食衛生及浴場医師 














































































































































ヒ ス テ リ ー
ノ各種ナリ。 
（ハ）皮膚弛縦ニ原因スル諸病ニ属セル者ハ即チ、僂麻質私























































リ ウ マ チ
、貧血症及ヒ、気道慢性加答兒
カ タ ル






































































































































































































































気〉という意味の mal aria から来ている。 









































































































〇 〇 〇 〇
、即チ西進潮流
〇 〇 〇 〇
ト
ヲ云ヒ、乙ヲ局処潮流
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 Soolem ニ代用スルヲ得ルモノナリ。其他海水ハ尚ホ 
塩化加 母
カ リ ウ ム
、塩化麻屈涅叟母





















































































































































































































































































































































































































































































































ヒ ス テ リ ー
性ノ麻痺ノ
如シ 












































































































































































































































































































































































































































4．「浴法論」   
 








































○第一 海水の成分、○第二 波浪ノ作用及ヒ海水ノ低キ温度ニ由テ起ル衝動、是ナリ。 
抑モ海水浴ノ作用タルヤ、尋常灌浴ニ等シキ者ナレトモ、尚一層衝動性ニシテ快活ナル者
ナリ。然レトモ、不適ノ症ニ施シ或ハ其度数過多ナルカ或ハ水中ニ久ク止マリ身体透冷ス
ルトキハ、反応機去リ之ニ易ルニ生力脱シ内部ニ局所充血ヲ発ス。即チ肝臓ノ作用遅鈍、
消化不良、築性頭痛等ノ如キ是ナリ。 
海水浴ハ、極メテ若年又ハ高齢ノ人、血行ノ弱キ人、心臓病、慢性肺病、脳病、或ハ局所
充血等ニ罹リタル人ニハ害アリ。故ニ慎ミテ用ユベカラズ。中等ノ健康ヲ有スル人ハ隔日
ニ一回浴シ、充分健康ナル人ハ日々浴スルモ妨ゲナシ。 
海水浴ニ最モ適当ナル時刻ハ、毎朝九時ヨリ十時ノ間ニアリ。潮汐ノ為メ又ハ他ノ都合ニ
由リ早朝浴スルトキハ、前以テ牛乳、茶、―暿
コーヒー
、若クハ米飯、麺麭、牛酪等ヲ少ク飲食ス
ベシ。飽食後又ハ身体ノ疲労シクルトキハ、決シテ海水ニ浴スヘカラズ。 
浴時ノ長短ハ、人ノ性質ニ由テ同カラズ。又時季天候等ニ由テ違ハザルヲ得ズ。小児ハ初
メ五分時後ニハ十分時。婦人ハ十分乃至十五分時。男子ハ十五分乃至二十分時トス。今玆
ニ掲クル者ハ、中等ノ時限ヲ示ス者ナレトモ、若シ浴時ノ長サ之ニ超ルコトアルトキハ、
海水浴ノ効能ヲ多少欠損ス。 
人民の輻湊スル海浜ヲ逍遥
しょうよう
註 1)スルニ、或ハ波浪中ニ投ジ、或ハ陸地ニ散歩シ朝半ヲ消費シ、
口唇青紫色ニ変ジ、牙関
か が ん
ハ震戦シ、皮膚ハ委縮シ、全身湿透シタル浴者ヲ目撃スルコト幾
回ナルゾヤ。此ノ如キ熱心ナル浴者ニ在テハ反応全ク起ラズ、強壮ヲ覚エ帰宅スベキニ却
テ、生力脱衰ニ瀕スル状態ニ至リ、生力ヲ復故スルニ酒性ノ衝動品ヲ要スルコト少ナカラ
ズ。不幸ニシテ此ノ如キ度ニ至ル迄浴スル者ハ実ニ多シ。身体ノ衰弱ヲ復故センガ為ニ海
浜ニ遊フ人ニモ亦之レアリ、嘆ス可キノ至ナラズヤ。 
浴者ハ海水ニ入ルヤ全身ヲ二三回水中ニ沈没シテ、冷水ノ衝動作用ヲ其全面ニ受クベシ。
而シテ初メニ水戯等ヲナサズ、直ニ水中ニ衝入スベシ。衝入前ニ身体ヲ冷却スルハ大ナル
誤ナリ。何トナレバ有力ナル反応ヲ得ルニハ、全身ノ温熱ヲ余サズ要スレバナリ。又頭部、
腕部等ニ海水ヲ撒布シ、若クハ之ヲ灌クコトヲ要セズ、是レ全ク不要ニ属ス。頭部ハ脱帽
シテ海水ノ作用ニ便ナラシムベシ。但シ毛髪長ク繁茂シ或ハ他ノ理由アルトキハ、此限ニ
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非ズ。浴者ハ海水ヲ離ルヽヤ、厚キ粗ナル手拭ヲ以テ速ニ身体ヲ拭ヒ、皮膚ヲ乾燥シ、衣
服ヲ着シテ暫時強ク歩行ヲナスベシ。浴者ニハ浴後直チニ午睡スルノ習慣最モ多シ。殊ニ
婦人ニ於テ然リ。此ノ如キハ前載ノ法ニ及バザルコト太ク遠シ。浴後僅少ナルモ疲労ヲ覚
ルコトアルトキハ、少量ノ飲食若クハ飲料ヲ用ユベシ。而シテ箇様ナル疲労ヲ来スニハ、
自ラ其原因アルガ故ニ、宜シク之ヲ探求スベシ。何トナレバ若シ毎浴後疲労ノ起ルハ、浴
者ノ身体或ハ之ニ適セザルカ、或ハ浴法ノ不正ナルニ由レバナリ。 
浴法殊ニ海水浴ニ在テハ、耳中ニ水ノ入ラザル様注意スベシ。然ラザレハ之レガ為ニ大害
ヲ被ルコトアリ。加ノ永遠耳聾ノ原因トナルコト間々之レアリト。 
小児ハ初メテ海水浴ヲナス時ハ、一二回続テ身体ヲ水中ニ沈没スルヲ以テ度トス。後ニハ
時間ヲ延長スルモ防ゲナレトモ、身体冷却シテ寒冷ヲ覚ルニ至ル迄水中ニ止マラシムベカ
ラズ。又自ラ好マザル小児ヲシテ無理ニ水中ニ入ラシム可ラズ。何トナレバ水中ニ引カルヽ
ガ為ニ恐怖叫喊シテ発スル冷胆憂心ノ如ク、反応機ヲ障害スル者之レナケレバナリ。 
小児ハ一度水中ニ入ルヤ、盛ナル運動ヲ為サシムベシ。殊ニ遊泳ハ運動ノ最モ上等ナル者
ナルガ故ニ、可成若キ時ニ教授スベキ者ナリ。何時自身又ハ他人ノ生命ヲ救済シ得ルコト
アルモ測ラレザレバナリ。 
運動ノ種類ヲ論ズル時ハ、之レニ較ブ者ナシ。尋常ノ体操ニ在テハ、一筋若クハ一簇
いっそう
ノ筋
肉ノミ一時ニ作用スレトモ、遊泳ニ在テハ然ラズ身体ノ各部自由ニ運転シ、且ツ水ノ抵抗
アリテ筋力ヲシテ充分労働セシム。加之海水浴ハ潮水波浪ノ衝動并ニ純粋快活ノ大気等、
即チ保健ニ適切ナル物事ノ能ク集合シタル者ナリ。 
海中ニ浴シ得ザル人ハ、潮湯ニ浴シ益ヲ得ルコト多シ。衰弱シタル人ハ先ツ潮湯ニ慣レ、
其ノ温度ヲ暫時低クシ、遂ニ浴スルヲ得ルニ至ルベシ。 
（ふりがな及び句読点筆者） 
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1）気ままに歩き回ること、散歩。 
 
